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お客様各位 

                                    

東京計器株式会社 
                        舶用機器ｼｽﾃﾑｶﾝﾊﾟﾆ‐ 

 

ﾁｬﾝﾈﾙ番号改正に伴うVHF無線電話装置の4桁表示対応について 

 

平素は弊社製品をお使いいただき誠にありがとうございます｡ 

ﾁｬﾝﾈﾙ番号改正により VHF 無線電話装置は 4 桁ﾁｬﾝﾈﾙの表示対応が必要となるためご連絡致します｡

弊社より販売した一部製品は 4 桁ﾁｬﾝﾈﾙの表示に非対応のため､換装が必要となります｡ 

誠に恐縮ではございますがご確認をお願い致します｡ 

 

該当機種 

･VHF 無線電話装置  : RSS201A､RU224A､TRV-1000 

 

実施期限 

･2024 年 1 月 1 日以降､最初の無線検査まで 

 

経緯 

･WRC-12での改正 

2012 年世界無線通信会議(WRC-12)において､HF 帯海上無線の周波数ﾘｽﾄ(RR 付録第 17 号)及び 

VHF 帯の周波数ﾘｽﾄ(RR 付録第 18 号)が改正され､2013.1.1 に発効されました｡GMDSS 無線機の 

IMO 性能基準では､例えば VHF 無線機のﾁｬﾝﾈﾙは RR 付録第 18 号に従うべきとされているため､ 

新しい周波数に非対応の無線機は 2013 年以降の無線検査でﾁｬﾝﾈﾙの不適合を指摘される懸念が 

ありました｡全ての無線機を短期間で対応させることは現実的でなく､現場で混乱を招くことを避けるた 

めに､2013 年に IMO 回章(MSC.1/Circ.1460)が発行され､2017 年まで猶予期間が設けられました｡そ 

の後､HF 無線機の猶予期間が 2024 年とされ(Rev.1)､VHF 無線機の猶予期間も 2024 年と延長された 

ため(Rev.2)､結果として 10 年以上の移行期間が設けられました｡2021.10 の IMO第 104 回海上安全 

委員会(MSC104)で発行された(Rev.3)で実施期限が 2024 年 1 月 1 日以降の最初の無線検査であるこ 

とが再確認されました｡ 

 

RR付録による変更点概要 

･第18号VHF帯周波数 

ﾁｬﾝﾈﾙ番号が4桁の新たな周波数が追加されました｡ 

 

弊社機器の対応について 

旧ﾓﾃﾞﾙについては､ｼｽﾃﾑの換装を提案させていただきます｡ 

 

 ･VHF無線電話装置(RSS201A､RU224A､TRV-1000) 

RSS201A､RU224A､TRV-1000はｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞによる対応ができません｡ 

   本ﾙｰﾙへの対応については旗国主管庁の判断に委ねられていますが RSS201A､RU224A､TRV-1000 につい

ては､機器の換装を提案させていただきます｡ 

   ※TRV-2000は4 桁ﾁｬﾝﾈﾙの表示に対応しているため換装の必要はございません｡ 

 

 以上 



  

 

ITU Channel （ ITU-RR Appendix18） 

 

 

 

■本件に関する問い合わせ先■ 

 東京計器株式会社 

 舶用機器システムカンパニー 営業部 

 〒144-8551 東京都大田区南蒲田2-16-46 

 TEL：03-3737-8611 

 https://www.tokyokeiki.jp/form/webform_marine.html 



 



 



 



 


